
令和5年度会長挨拶
「野洲川の水、鈴鹿の風」

令和5年度の

自治振興会活動

都会の学生に鮎河を

知っていただく体験

鮎河プロモーションビデオ
「この集落を

　守っていきませんか」

羽ばたけ通信26号
☺羽ばたけ鮎河自治振興会☺

今月号の内容

　羽ばたけ鮎河自治振興会　会長　小倉　玉城

 このたび、浅学非才の身も顧みず鮎河自治振興会会長という重責を
お引き受けることになりました。

 二年間、全身全霊、身命をなげうち、地域のため住民のため、一生
懸命頑張る所存でございますので、皆様方の温かいご指導ご鞭撻の

ほど、切にお願いを申しあげます。

 現在の自治振興会には、数々の課題や問題点が山積していますが、
住民優先を第一に、住んでいてよかった、住んでよかったと感じ、

鮎河のことを誇りに思えるよう衆智を集め、事業に取り組んでいき

たいと考えています。

 野洲川、うぐい川を流れる水の如く、清らかで澄んだ志を胸に、鈴
鹿の山々から吹いてくる爽やかな風の如く、風通しの良い健全な体

制を築き、多くの人の声を聴く大きな耳を持ち、はるか遠くまで見

通せる眼を持って、２０年後、百年後も住民が活き活きと幸せを感

じ、鮎河の魅力が輝き続ける地域であり続けられる、しっかりとし

た基礎を築ける自治振興会になっていきたいと思っています。

 どうか、新規役員および新生鮎河自治振興会を暖かくお守りくださ
り、各事業にご理解ご協力くださいますよう、皆様方の絶大なお力

と、お知恵をお貸しくださいますよう、よろしくお願いいたしま

す。

野洲川の水、鈴鹿﻿の風
令和5年度　会長あいさつ

・予算
・各部会の今年度活動・協議内容

・甲賀市役所
　忍者の里こうかDE田舎体験
　受入家庭　大募集
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自治振興会
からのお願い

鮎河1212-1　鮎河地域市民センター内 ayukawashinkoukai@nike.eonet.ne.jp

▲滋賀のお花見スポットNO.1　鮎河「千本桜」

・小倉　玉城

▼令和 5年度　役員名簿



0 7 4 8 - 6 0 - 2 7 2 1

~卓球台到着のお知らせ~

   あんしん部会
令和5年度の自治振興会活動
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令和5年6月23日(金)20時～鮎河地域市民センター
にて協議しました。

・消火栓器具設置設備事業

消火栓ホース・消火栓器具格納箱の整備(6/11消防
団点検済み)、点検シールの購入と劣化ホースの取
替5本を予定しています。(西野1本/大河原4本交換
予定)
・自主防災設備事業

防災隊貸与ヘルメット不足分の購入の決定及び、

今年度は車いす3台の購入を検討中です。
・防災訓練

今年度は西野区を対象とします。

日時 令和5年9月24日(日) 午前8時～9時 実施予定
・道路愛護活動

危険個所の把握を今後も行い続けます。

・ホームページ・ブログ

自治振興会事務よりホームページ作成中です。ブ

ログは廃止し、SNS発信に切り替え移行中。
・慰霊祭の執行につきまして

令和5年8月20日(日)
鷹尾(高尾)地蔵堂慰霊碑前 午前10時からです。

▼うぐい川ほたる

鮎っ子クラブから卓球台が2セット一式が6月20日

に到着しました。鮎河地域市民センター内のコミ

ュニティスペースに卓球台を設置しています。放

課後、鮎っ子のお子様達の楽しそうな声が聞こえ

嬉しく思います。ご利用をされる場合は鮎河地域

市民センター内の自治振興会までお越しくださ

い。小学生以上～大人、シニアの方までご利用い

ただける大きさとなります。

~安心して暮らせる自然豊かな郷~

▼令和 5年度予算  　単位 :円



令和5年6月30日(金)19:30～　鮎河地域市民センターにて協議

しました。

　  今までのいきいき部会の活動内容

人権研修会・鮎っ子育成・子ども映画会・地域の居場所づく

り・多世代交流・あゆかわ文化祭・いきいき百歳体操・福祉機

器設備・学区敬老会・学区ふれあいサロン・歌声喫茶・高齢者

グラウンドゴルフ大会・男性の料理教室

今年度につきましては上記全ての事業を行うことは密を避ける

など適宜判断の上、サロン・百歳体操・他部会と連携の上で事

業を進めていく意向があります。

敬老会の日程は9月24(日)【75歳以上の住民を対象】大河原・

東野・西野とサロン主体で開催を予定しています。

~心豊かな人が育ち生き生きと暮らせ郷~

今年度は、昨年度検討した取組み・アイデアを実

現するために、「優先順位の高いもの」や「すぐ

に取組むことができるもの」などを整理するとと

もに、いくつかの具体的な取組み内容などを検討

します。また、検討内容を踏まえ、具体的な取組

みを行います（実証事業）。取組みの内容や成果

は検討会で共有し、次の取組みに反映させます。

 「将来ビジョン（案）」は、実証事業を行いなが

ら必要に応じて見直しを行い、令和6年度までには

最終版として「将来ビジョン」を策定します。

 なお、今回の取組みも昨年度に引き続き農林水産

省の「農村型地域運営組織（農村RMO）モデル形

成支援事業」を活用して行います。

みらい部会~未来まで住み続けたい、魅力ある郷~
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▲第四回　みらい部会　20年後の鮎河についてのワーク

▲鮎河菜

 きらめき部会

~人、地球が煌めき、賑わいのある郷~

いきいき部会　

令和5年6月30日(金)19:30～鮎河地域市民センターで協議しました。

☺今までのきらめき部会活動☺
盆踊り・イルミネーション・学区民映画会・獣害対策事業・緑化樹木保全事業・2023もみじまつり・2024咲くや鮎河さ

くらまつり・桜海によみがえる鮎河の城事業・ふる里探訪里山ウォーク・放置空き家対策事業

今年度も大河原・鮎河ともに盆踊りは中止となります。代わりに大河原では「8時半だよ、全員集合」を7/23(日)に行い

ました。鮎河は区より花火の開催を8/15(火)20時～に行いますのでそちらをご参加ください♪

獣害対策では小動物キャッチャーを購入しました。桜海によみがえる鮎河の城事業では年2回ほど役員、部員等が見学ル

ートの草刈り等・黒川氏城跡主郭は栖碧院檀徒にて7/30実施予定です。

ふる里探訪里山ウォークの場所は検討中ですが、11月に開催を予定をしています。今年度の放置空き家対策事業はみら

い部会と連携し、事業を進めていく方向です。



鮎河プロモーションビデオ　     「 この集落を守っていきませんか。」　
鮎河地域は、他の地域にも増して人口減少と少子高齢化が進み、住民一人ひとりにかかる地域活動への負担は年々

増してきており、その解決は喫緊の課題となっています。この課題解決をはかるために、住民が協同して地域づく

りに取り組むことが、より強く求められています。

そこでまずは、集落の財産を映像化し、フィルムコミッション登録、YouTube投稿などで外側への発信。また、

鮎河で住んでいると普段気が付かないステキな部分を映像化し、共に鮎河の将来。集落の存続や永住という課題に

取り組むキッカケ作りに励んでおります。

鮎河・子どもたち未来の為にもプロモーションビデオ作成の出演等で皆様のお力添えをお願いいたします。

都会の中高生に鮎河を知っていただく体験

いつも羽ばたけ通信をご覧いただきまして、誠にあり

がとうございます。

羽ばたけ鮎河自治振興会からのお願いです。御用の方

は鮎河自治振興会0748-60-2721に、不在の場合は恐

れ入りますが、鮎河市民センター0748-69-0204宛て

にご連絡をお願い申し上げます。

また、事務員の担当が分かれておりまして皆様にご迷

惑をおかけすることもございますが、今後ともよろし

くお願いいたします。

まだまだ未熟な部分もございますが、皆様とともに未

来の輝く鮎河を想い描き、発現してゆけるよう私共も

努めていきますので温かく見守っていただけると幸い

です。

自治振興会からのお願い
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忍者の里こうかで田舎体験　受入家庭 大募集
☺甲賀市役所都市農村交流推進協議会（田舎体験）のご紹介☺
田舎ならではの行事、甲賀のありのままの農村生活を体験して

いただく「忍者の里こうかで田舎体験」の受入家庭を大募集さ

れています♪1軒につき3~4名の生徒を受け入れていただき、日
帰り~2泊3日の日程で畑や田んぼの手入れ、家庭菜園の収穫、
共同料理、地域行事などを中高生が体験していただく内容とな

っています。

また、宿泊施設のおもてなしとは異なり「ありのままの暮ら

し」「家族として生徒を受け入れる」という在り方を主軸とし

ていますので、特別なことをする必要はありません。

受入家庭の皆様の「新しい気付き・新鮮な体験」と中高生の

「初めての田舎」を協力し合う喜びを通して楽しい時間を過ご

していただきたい。そんな思いもコンセプトの1つです。
ボランティア活動ではないので、協議会の方から体験指導料(謝
礼金)をお支払いしていただけます。地元の良さを再認識、また
次世代に伝えるキッカケに1歩踏み出してみませんか?
詳細は別紙資料をご覧ください。

TEL:080-5632-5517(甲賀市都市農村交流推進協議会） ▲鮎河「千本桜」　空撮動画より切り抜き・編集

▲大河原　野洲川の紅葉

やって
みよう！


